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TOPICS
今月の主な

❷ 2025年度 女性会総会を開催 ―会長に小新 雅子氏を再任
❹ 「生徒と保護者で学ぶ地元企業」を開催 ―生徒・保護者・教員約220名が参加
❺ 夏のサイクリング参加者募集!! ―ウィーラースクールin加賀
❾ 厚労省助成金 ミニセミナー（6/17）のご案内
 第30期「かが創業塾」受講生募集
 婚活プロジェクト第38弾「異業種交流会 わかもののわ」（8/8）のご案内
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加
賀
商
工
会
議
所
女
性
会
（
会
員

数
58
名
・
出
席
24
名
・
委
任
状
24
名
）

は
5
月
13
日
㈫
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン

加
賀
に
て
総
会
を
開
催
し
、
令
和
７

年
度
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

ま
ず
、
開
会
に
あ
た
り
小
新
会
長

は
、
日
頃
の
女
性
会
活
動
事
業
に
対

す
る
感
謝
と
お
礼
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
東
野
会
頭
よ
り
昨
年
度
の

女
性
会
活
動
、
能
登
半
島
地
震
支
援

活
動
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
や

引
き
続
き
会
議
所
事
業
に
つ
い
て
の

協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
総
会
議
案
の
審
議
に
入

り
、
昨
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

並
び
に
、
今
年
度
の
事
業
計
画
・
収

支
予
算
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度 

女
性
会
事
業
計
画

１
．
女
性
会
組
織
と
運
営
の
強
化

⑴
会
員
加
入
の
促
進

⑵
委
員
会
の
充
実

⑶
会
員
交
流
事
業
の
実
施

２
．
会
員
の
資
質
向
上
及
び
経
営
対
策

⑴
各
種
講
演
会
・
講
習
会
の
開
催

⑵
県
内
７
女
性
会
の
共
同
事
業
・
広

　

域
的
連
携

３
．
会
議
所
事
業
へ
の
積
極
的
参
加

⑴
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
と
観
光

　

文
化
の
発
信
参
加
協
力

⑵
会
員
事
業
所
従
業
員
の
交
流
事
業

　
（
婚
活
事
業
）
の
実
施
協
力

⑶
お
も
て
な
し
講
座
の
開
催
・
ふ
る

　

さ
と
検
定
事
業
へ
の
協
力

⑷
地
域
振
興
や
育
成
事
業
に
係
る
事

　

業
へ
の
参
加
協
力

４
．
県
内
女
性
会
連
合
会
活
動

⑴
県
内
女
性
会
の
連
携
・
交
流
に
係

　

る
事
業
実
施

⑵
県
連
女
性
会
会
員
大
会
事
業
の
参
加

⑶
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
能
登
地
区

　

女
性
会
へ
の
支
援
活
動

　

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、
引
き
続
き
会
長
と
し
て

小
新 

雅
子
氏
が
再
任
さ
れ
た
。
新

役
員
は
次
の
通
り
。

▽
副
会
長　
吉
田 

好
江（
加
賀
陣
屋

／
㈱
フ
ジ
セ
イ
カ
）、吉
田 

弘
美（
吉

田
製
作
㈱
）、北
市 

弓
子（
㈲
グ
リ
ー

ン
サ
ー
ビ
ス
加
賀
）

▽
理
事　
萬
谷 

和
子（
よ
ろ
づ
や
観

光
㈱
瑠
璃
光
）、
田
中 

由
喜
子（
㈱

プ
ロ
デ
ザ
イ
ン
）、大
口 

真
理
子（
月

の
友
の
会　

大
口
会
員
店
）、
山
岸 

純
江（
㈲
山
ぎ
し
）、
久
保
田 

美
鈴

（
㈲
久
保
田
管
工
）、
池
端 

美
智
子

（
㈱
九
谷
満
月
）、
井
野
上 

桂
子（
㈲

井
野
上
正
樹
園
）、
小
川 

恵
子（
呉

服
小
川
）、
駒
谷 

美
貴（
駒
谷
工
業

㈱
）、
塚
本 

鈴
子（
塚
本
歯
科
医
院
）、

寺
尾 

美
年
子（
㈱
梅
林
閣
）、
中
谷 

則
子（
㈱
中
谷
製
麺
）、
東 

悦
子（
㈱

電
光
館
ヒ
ガ
シ
）、
平
石 

修
子（
和

風
来
屋
／
ひ
ら
い
し
）、
帽
子
山 

麻

衣（
㈱
宝
仙
閣 

山
代
支
店
）、
丸
谷  

朱
美（
㈱
丸
八
製
茶
場
）、
北
川 

道

子（
ジ
ャ
パ
ン
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
㈱
）、

三
輪 

昭
江（
ユ
ー
・
ア
イ
生
コ
ン
㈱
）、

下
出 

暁
枝（
㈱
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
）

▽
直
前
会
長
・
監
事　
山
畑 

恵
子

（
㈲
山
畑
電
器
商
会
）

▽
監
事　
前
山 

幸
子（
㈲
前
山
事
務

機
）

▽
新
理
事　
向
出 

美
穂
子（
㈱
向
出

組
）、
村
口 

直
美（
㈱
北
陸
ゆ
つ
ぼ

本
舗
）＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

総
会
終
了
後
、「
ヤ
ク
ル
ト
の
健

康
教
室
～
今
日
か
ら
始
め
る
快
眠
生

活
～
」
と
題
し
て
、
㈱
ヤ
ク
ル
ト
石

川
本
社
広
報
部
の
南
部 

愛
美
氏
に

講
演
い
た
だ
き
、
ク
イ
ズ
や
ス
ト
レ

ッ
チ
を
交
え
な
が
ら
、
睡
眠
負
債
の

リ
ス
ク
や
快
眠
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

が
昨
年
度
の
部
会
で
挙
が
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　

協
議
の
結
果
、
部
会
員
ら
か
ら
提

供
し
て
も
ら
う
山
中
漆
器
や
九
谷
焼

の
器
に
映
え
る
、
食
材
の
盛
付
方
や

撮
影
方
法
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
開

催
す
る
方
向
と
な
っ
た
。
部
会
員
か

ら
は
、「
発
信
力
の
あ
る
方
を
招
待

し
て
は
」、「
市
の
事
業
と
コ
ラ
ボ
で

き
な
い
か
」
な
ど
ア
イ
デ
ア
が
挙
が

っ
て
い
た
。

　

会
の
後
半
は
、
業
界
内
の
景
況
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
会
で
締
め
く
く

っ
た
。

　

５
月
26
日
㈪
、
当
所
工
芸
品
業
部

会
が
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に
て
開

催
さ
れ
、
竹
中
部
会
長
を
は
じ
め
宮

本
副
会
頭
ら
13
名
が
出
席
し
た
。

　

ま
ず
は
部
会
長
挨
拶
で
、
５
月
に

山
中
漆
器
連
合
協
同
組
合
の
新
た
な

代
表
理
事
と
な
っ
た
鹿
野
氏
が
紹
介

さ
れ
、
今
回
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

出
席
す
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
７
年
度
の
部
会
事

業
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
展
示
会
」
事

業
と
「
食
と
工
芸
」
事
業
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
た
。
例
年
の
部
会
事
業
は
、

視
察
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
が
続
い
て

い
た
が
、
部
会
員
ら
よ
り
「
発
信
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
食
と
器
を
組

み
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
小
規
模
で

も
開
催
で
き
な
い
か
」
と
い
う
意
見

2025年度 女性会総会を開催　― 会長に小新 雅子氏を再任

◎
議　
員

◎
評
議
員

小谷　泰之 氏
㈱ 橘 香 堂（技術開発部長）

西山　大介 氏
西 山 建 設 ㈱（代表取締役社長）

工
芸
品
業
部
会

令
和
７
年
度
事
業
に
つ
い
て
協
議

新
役
員
議
員
の
紹
介

小新　雅子
（㈱マルヰ）

ヤクルト講演会の様子

挨拶する竹中部会長
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加
賀
商
工
会
議
所
青
年
部
（
菅
本

会
長
・
会
員
79
名
）
は
５
月
17
日
㈯

に
今
年
度
初
の
会
員
交
流
事
業
で
あ

る
『
未
来
交
流
Ｙ
Ｅ
Ｇ
エ
ク
ス
プ
レ

ス
バ
ス
ツ
ア
ー
』
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
拡
大
交
流
委
員
会

が
会
員
同
士
の
交
流
を
図
る
た
め
、

日
帰
り
の
バ
ス
旅
行
を
企
画
し
た
も

の
。
今
年
度
は
輪
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員

店
舗
を
訪
問
し
、
震
災
当
時
の
状
況

や
復
興
活
動
を
伺
う
こ
と
を
目
的
と

し
、
会
員
24
名
が
参
加
し
た
。

　

道
中
の
バ
ス
内
で
は
、
委
員
会
の

垣
根
を
超
え
て
交
流
で
き
る
よ
う
、

複
数
委
員
会
で
構
成
さ
れ
る
各
班
４

名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
班
対

抗
の
ゲ
ー
ム
大
会
を
行
っ
た
。

　

目
的
地
の
輪
島
に
到
着
後
は
、
輪

島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
店
舗
で
あ
る
「
焼

肉
ラ
イ
ク
イ
ッ
ト
」、「
酒
ブ
テ
ィ
ッ

ク
お
く
だ
」
を
訪
問
し
た
。
両
店
舗

で
は
、
震
災
時
の
状
況
や
復
興
に
向

け
て
の
活
動
、
現
在
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は

熱
心
に
傾
聴
し
て
い
た
。

　

続
い
て
、
輪
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
顧
問
の
日

吉 
智
君
の「
日
吉
酒
造
店
」に
訪
問
。

日
吉
酒
造
店
は
、
能
登
半
島
地
震
の

大
規
模
火
災
が
発
生
し
た
朝
市
通
り

近
く
で
営
ん
で
お
り
、
地
震
が
発
生

し
た
当
時
は
店
の
す
ぐ
隣
ま
で
火
の

手
が
迫
っ
て
き
た
も
の
の
、
火
災
の

被
害
は
な
ん
と
か
免
れ
た
と
い
う
。

た
だ
、
地
震
で
店
舗
裏
に
あ
っ
た
酒

蔵
が
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

再
建
に
歩
み
出
し
た
経
緯
や
事
業
再

開
へ
の
決
意
が
日
吉
君
か
ら
語
ら
れ

た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
参
加
し
た
加

賀
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
は
、
再
建
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
た
。

　

石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合

会
は
諸
会
議
及
び
研
修
事
業
を
５
月

15
日
㈭
に
料
亭
番ば
ん
い伊
（
七
尾
市
）
で

開
催
し
、
当
所
青
年
部
か
ら
は
13
名

が
参
加
し
た
。

　

令
和
６
年
度
第
７
回
役
員
会
で
は

冒
頭
、
令
和
６
年
度
会
長
の
高
橋 

正
浩
君（
七
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）よ
り
、
能
登

半
島
地
震
・
豪
雨
復
興
元
年
と
な
っ

た
県
連
事
業
の
活
動
協
力
に
つ
い
て
、

出
席
者
へ
感
謝
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ

た
。
ま
た
、
最
終
の
決
算
報
告
が
協

議
さ
れ
、
無
事
に
承
認
と
な
っ
た
。

　

つ
づ
く
令
和
7
年
度
第
２
回
役
員

会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
輪
島

の
地
で
６
月
８
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る

「
わ
じ
フ
ェ
ス
」
の
案
内
が
さ
れ
た

の
ち
、
各
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
の
活
動
報
告

が
述
べ
ら
れ
た
。
各
委
員
会
報
告
で

は
、
総
務
委
員
長
の
大
野 

長
一
郎

君
（
珠
洲
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
よ
り
今
年
度
の

諸
会
議
日
程
が
案
内
さ
れ
た
。
ま
た
、

復
興
支
援
委
員
長
の
徳
野 

喜
和
君

（
輪
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
か
ら
は
、
９
月
１

日
㈪
に
開
催
予
定
の
復
興
支
援
事
業

「
す
ず
フ
ェ
ス
」
に
つ
い
て
案
内
が

あ
っ
た
。
最
後
に
、
石
川
Ｗ
Ａ
Ｙ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
吉
田 

久

彦
君
（
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
よ
り
、
諸
会

議
後
に
開
催
さ
れ
る
研
修
事
業
の
事

業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
『Enjoy w

ith Everyone

～
い
し
か
わ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
み
ん
な
で
楽
し

も
う
！
～
』
を
基
に
、
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
る
今
年
度
の
抱
負
が
語
ら

れ
た
。

　

令
和
７
年
度
通
常
総
会
で
は
、
令

和
６
年
度
会
長
の
高
橋
君
が
事
業
報

告
を
、
令
和
６
年
度
県
連
代
表
理

事
の
五
十
嵐 

亮
君
が
決
算
報
告
を

行
っ
た
。

　

次
に
、
令
和
７
年
度
会
長
の
川
元 

純
君
（
珠
洲
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
が
事
業
計
画

お
よ
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
説
明
し
、

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『
一
緒
、

一
笑
、
一
勝
、
一
生
～
喜
び
や
笑
顔

で
明
日
の
強
い
結
び
目
を
と
も
に
ひ

な
た
か
ら
～
』
を
基
に
、
北
陸
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
白
山
大
会
が
開
催
さ

れ
る
今
年
度
の
抱
負
を
語
っ
た
。
つ

づ
く
研
修
事
業
で
は
、
石
川
Ｗ
Ａ
Ｙ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
企
画
し

た
『
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
Ｙ
Ｅ
Ｇ
』
が
開

催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

未
来
の
た
め
に
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
理

念
お
よ
び
県
内
各
青
年
部
の
現
状
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
講
演
会
で
は
、
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
理
念
形
成
委
員
長
の
岡
田 

充
貴
君（
奈
良
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）が
、ビ
ジ
ョ

ン
形
成
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
い

た
。
次
に
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
の
小

野 

知
一
郎
君
（
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）、
北

陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
徳
田 

祐

介
君
（
白
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）、
令
和
7
年

度
会
長
の
川
元
君
が
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未

来
に
つ
い
て
討
論
し
た
。

　

最
後
の
懇
親
会
で
は
、
７
月
に
長

野
県
須
坂
市
で
開
催
さ
れ
る
北
陸
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
親
睦
事
業
の
Ｐ
Ｒ
や
10

月
に
開
催
さ
れ
る
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
白
山
大
会
の
Ｐ
Ｒ
が
盛
大
に

行
わ
れ
、
大
会
参
加
へ
の
意
欲
を
高

め
た
。中
締
め
で
は
、令
和
６
年
度
会

長
の
高
橋
君
が
復
興
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未

来
へ
の
想
い
を
語
り
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

「
未
来
交
流
Ｙ
Ｅ
Ｇ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

�

バ
ス
ツ
ア
ー
」で
交
流
を
深
め
る

日
吉
酒
造
店
で
当
時
の
状
況
を
聞
く

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

青 年 部

石川県商工会議所青年部連合会

令和６年度第７回役員会/
 令和７年度通常総会を開催
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５
月
10
日
㈯
、
大
聖
寺
実
業
高
校

体
育
館
に
お
い
て
、
同
校
と
同
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
主
催
し
、
加
賀
商
工
会
議
所
、

（
一
社
）
加
賀
機
電
振
興
協
会
、
加

賀
公
共
職
業
安
定
所
が
共
催
す
る

「
生
徒
と
保
護
者
で
学
ぶ
地
元
企
業
」

と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
同
校
の
２
、
３

年
生
全
員
、
そ
し
て
保
護
者
と
教
員

に
加
賀
市
内
の
企
業
に
つ
い
て
広
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
２
０

１
８
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
生
徒
・
保
護
者
・
教
員
約
220

名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
製
造
・
工
芸
品
・
建

設
・
観
光
・
商
業
な
ど
幅
広
い
業
種

か
ら
12
社
が
参
加
し
、
自
社
の
仕
事

内
容
、
取
扱
製
品
・
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
、
将
来
性
・
雰
囲
気
（
職
場
の
魅

力
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
時

間
７
分
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
生
徒
と
保
護
者
は
事
前
に

配
ら
れ
た
企
業
の
資
料
等
を
参
照
し

な
が
ら
、
各
企
業
の
説
明
を
聴
講
し

た
。
ま
た
、
説
明
を
聞
い
た
生
徒
は

各
企
業
に
質
問
し
た
い
事
項
を
熱
心

に
ま
と
め
て
い
た
。

　

高
校
生
に
と
っ
て
、
地
元
企
業
の

情
報
を
得
る
こ
と
は
、
将
来
の
進
路

選
択
を
考
え
る
上
で
と
て
も
重
要
で

あ
り
、
地
元
就
職
と
い
う
選
択
肢
を

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
地
域
社

会
へ
の
定
着
を
促
す
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
所
で
は
今
後
も
こ
の

取
り
組
み
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
行

く
予
定
で
あ
る
。

【
参
加
企
業
】

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
・
ア

ン
ド
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
㈱
、
㈱
マ

ル
ヰ
、
㈱
エ
リ
オ
、
大
同
工
業
㈱
、

㈱
オ
リ
テ
ッ
ク
、
㈱
光
パ
ッ
ク
ス
石

川
、
㈲
治
下
組
、
㈱
フ
ジ
セ
イ
カ
、

村
田
機
械
㈱
加
賀
工
場
、
竹
内
電
気

工
事
㈱
、
㈱
ホ
テ
ル
・
ア
ロ
ー
レ
、

北
陸
電
力
㈱
小
松
支
店
（
順
不
同
）

•
多
く
の
情
報
を
得
て
、
仕
事
の
大

変
さ
・
仕
事
内
容
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

•
企
業
ご
と
に
様
々
な
特
徴
や
違
い

が
あ
り
、
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
。

•
気
に
な
る
会
社
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

•
ど
の
会
社
も
福
利
厚
生
や
社
会
貢

献
、
環
境
へ
の
配
慮
が
し
っ
か
り

し
て
い
た
。

•
真
剣
に
進
路
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
の
将
来
像
が
ク
リ
ア
に

な
っ
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
な
お
、参
加
企
業
側
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
感
想
を
ま
と
め

る
と
以
下
の
通
り
。

•
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、
全
員
に
ア

プ
ロ
ー
チ
出
来
る
の
で
良
か
っ
た
。

•
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る

生
徒
が
多
く
て
素
晴
ら
し
い
。

•
し
っ
か
り
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞

い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。

•
ど
こ
ま
で
把
握
さ
れ
た
か
多
少
不

安
は
あ
る
。

•
生
徒
は
複
数
の
企
業
を
見
れ
、
比

較
も
で
き
る
の
で
面
白
い
形
態
で

あ
っ
た
。

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

24%

12%

30%

34%

就職して働くという
イメージを持つこと
ができた

仕事の大変さが分かった

知らなかった情報や
仕事の内容などを直
接聞くことができた

色々な分野の企業説
明が聞けて視野が広
まった

15%

24%

4%18%

11%
1%

18%

5%
1%

2%
1%

事業内容
給与
残業の有無
自分のやりたいことが出来る仕事か
福利厚生
離職率
職場の雰囲気
先輩が働いていること
家から通えること
家族の意見
その他

こ
の
行
事
に
参
加
し
て
よ
か
っ

た
こ
と
は
？（
２
つ
以
内
）

就
職
す
る
に
あ
た
り
、大
事
だ

と
思
う
こ
と
は
？（
３
つ
以
内
）

Q.2 Q.1 参
加
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

参
加
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

参
加
し
た
感
想
は
？

（
一
部
抜
粋
）

Q.3

大聖寺実業高校２、３年生
全員と保護者対象

「生徒と保護者で学ぶ
地元企業」を開催

「生徒と保護者で学ぶ
地元企業」を開催
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相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店（JR小松駅前新幹線口）加賀店（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

ウィーラースクールin加賀

夏休みスタートから

全力で楽しむ

　加賀まれびと交流協議会では7月21日（月・祝）
に加賀市内を巡る長距離運転が楽しめる「チャレン
ジ夏のサイクリング」を実施します。
　例年実施している夏のサイクリングでは、山中温
泉今立町付近でサイクリング、みんなでご飯をたべ
る、川遊びを楽しむなどのカリキュラムで夏の思い
出として子供達には好評のイベントとなっておりま
す。
　当日は加賀市内を巡るサイクリングとして山中温
泉今立町の古民家まれびとを出発し、山代温泉などを自転車で移動し、昼食後は今立の清流でスイカ割
りや水遊びを楽しむ予定です。

【ウィーラースクールin加賀とは】
　自転車事故の増加や罰則強化が実施されている昨今、自転車の交通ルールやマナー、正しい自転車の
乗り方と技術を学ぶことは、重大な事故を未然に防ぐことにつながります。加賀まれびと交流協議会で
は、中学3年生までを対象として自転車教室（ウィーラースクール）を開催してきました。本活動も今
年で10年目、当初と変わらず一番の目的は「自転車に乗ることが楽しくなる」こと！楽しみながら学べ
るウィーラースクールに是非ご参加ください。

お申し込みは加賀まれびと交流協議会メールアドレス
（etabi.1108@gmail.com）まで
　①御名前（ふりがな）
　②性別　③生年月日　④住所　⑤保護者氏名
　⑥連絡先（緊急時に連絡がつくもの）
　⑦自転車の技術レベルをもれなく記載し、送信してください。

夏のサイクリング参加者募集!!夏のサイクリング参加者募集!!
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会場 APAホテル加賀大聖寺駅前
加賀市熊坂町イ226番地4 お問合せ 加賀市倫理法人会事務局 大橋

TEL ０７６１－７６－５２７５

経営者モーニングセミナー

ａ
ｍ

7 / 1
（火）
6:00

行政書士永野登志雄事務所 代表
加賀市倫理法人会 幹事 永野 登志雄 氏
倫理の「亻」が表す人との関係性

第795回 ながの としお

ａ
ｍ

7 / 8
（火）
6:00

一般社団法人倫理研究所 研究員 中西　康成 氏
最幸の人生を送る三つの力

第796回 なかにし やすなり

ａ
ｍ

7/15
（火）
6:00

株式会社ハチバン 取締役・執行役員 ８番らーめん事業部長
加賀市倫理法人会 会員 後藤　晋一 氏
８番らーめんを知っていますか？

第797回 ごとう しんいち

ａ
ｍ

6/24
（火）
6:00

㈱まる平 常務
加賀市倫理法人会 幹事 平石 誠太郎 氏
後継者倫理塾での気付き 三年目

第794回 ひらいし せいたろう

6/17
（火）
ａ
ｍ6:00

吉田事務所
加賀市倫理法人会 幹事

𠮷𠮷 𠮷𠮷 氏
倫理法人会で
これまでに学んだこと

よした たかのり

有限会社ツジ商事 代表取締役専務
加賀市倫理法人会 運営委員

辻　 寛子 氏
4人プラス1人の兄弟
それぞれの経営者たち

つじ ひろこリレー
講 話

第793回

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

源泉所得税（納期特例）
個別指導開催について
　本年も例年通り上記個別指導を開催いた
します。つぎの書類をご持参のうえ、最寄
り会場へお出かけください。
【ご用意いただくもの】
　・給与の支払状況がわかる諸帳簿
　・前年分源泉徴収簿、納付書　等

月　日 場　　所 講　師

7月3日㈭ 加賀商工会議所 谷口税理士

7月4日㈮
加賀商工会議所
動橋地区会館

三由税理士
本谷税理士

※時間は 13:30~16:00

加 賀 商 工 会 議 所
加 賀 市 青 色 申 告 会

　

５
月
20
日
㈫
、
第
104
回
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
が
片
山
津
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
（
加
賀
コ
ー
ス
）
に
て
開
催
さ
れ
、

小
中
出
副
会
頭
、
吉
田
副
会
頭
を
は

じ
め
、
当
所
役
員
議
員
・
会
員
を
含

む
34
名
が
参
加
し
た
。

　

大
会
当
日
は
天
気
も
良
く
、
気
温

が
高
め
で
暑
い
日
に
な
っ
た
が
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
栄
え
あ
る
優
勝
者
は
、

西
山 

大
介
氏
（
西
山
建
設
㈱
）
と

な
っ
た
。

　

競
技
終
了
後
の
表
彰
式
・
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
、
順
位
・
各
賞
が
発
表
さ

れ
、
参
加
者
に
景
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

な
お
、
優
勝
者
の
他
、
入
賞
者
は

以
下
の
通
り
。

優　
勝　
西
山 

大
介
氏

�

（
西
山
建
設
㈱
）

準
優
勝　
竹
野　

茂
氏（
㈱
タ
ケ
ノ
）

３　
位　
西
出　

光
氏

�
（
㈱
北
國
銀
行 

南
加
賀
営
業
部
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス　
山
岡 

秀
和
氏�

81

D
C
賞　
金
子 
達
郎
氏
、
堀 

健
二

氏
、
松
本 

拓
也
氏
、
宮
竹 

政
廣
氏

N
P
賞　
西
出　

光
氏

な
ん
で
も
N
P
賞　
山
畑 
秀
徳
氏
、

下
出 

暁
枝
氏
、
蔵 

祐
昭
氏
、
木
村 

峯
久
氏

年会費について
のお知らせ
　日頃より加賀商工会
議所の各種サービスを
ご利用いただきありがと
うございます。令和7年
度会費についてご案内
いたします。
◎口座振替の事業所さま
5月20日（火）ご指定の金融機関よ
りご入金いただき、厚くお礼申し上げ
ます。
◎口座振替以外の事業所さま
対象となる事業所さまには6月中に請
求書を送付します。市内金融機関・
インターネットバンキング等よりご納
入願います。

西
山 
大
介 

氏
が
優
勝

第
１
０
４
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会



 女性のAIスキル習得・向上支援を目的としたプログラム「Code; Without Barriers in 
Japan」を開催します。プログラムでは、生成AIに触れたことがない方でも、実践的なAIの活
用を習得することができます。また、加賀市内での対面受講も実施します。詳しくは、加賀市
ホームページをご覧ください。

■開 催 期 間／①オンライン受講　　5月～7月（STEP1～3）
　　　　　　　②対　面　受　講　　7月（STEP4）
　　　　　　　③オンライン受講　　7月～11月（STEP5～）
　　　　　　　　※②については、日時が決まり次第、メールでご案内します。
■対　　　象／ExcelやWordなどを日常的に使用する女性や生成AIに関心のある女性
■申 込 方 法／登録フォームより、紹介コードを入力し、登録して下さい。
　　　　　　　　※紹介コードは加賀市ホームページより確認ください。
■参　加　費／無料
■問い合わせ／加賀市地域デジタル課　☎0761-72-7833

▲詳しくはこちら

「Code; Without Barriers in Japan」の開催
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当
所
は
５
月
27
日
㈫
に
経
営
発
達

支
援
事
業
の
実
績
報
告
に
対
す
る
外

部
有
識
者
に
よ
る
評
価
委
員
会
を
開

催
し
た
。

　

評
価
委
員
と
し
て
、
中
小
企
業
診

断
士 

北
村 

秀
信
氏
、
㈱
日
本
政
策

金
融
公
庫 

久
野 

暢
支
店
長
、
加
賀

市
観
光
商
工
課 

園
田 

一
課
長
の
３

名
に
出
席
い
た
だ
き
、
当
所
中
小
企

業
相
談
所
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
令
和

６
年
度
の
支
援
実
績
に
対
し
て
の
評

価
・
意
見
を
頂
戴
し
た
。

　

評
価
委
員
か
ら
は
、
概
ね
目
標
数

値
達
成
を
評
価
し
つ
つ
も
、
特
に
創

業
支
援
に
つ
い
て
は
長
期
的
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
や
、
経
営
者
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
な
る
支
援
に

努
め
る
よ
う
、
意
見
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
特
産
品
を
中
心
と
し
た
商
品
の

調
査
（
試
食
会
）
に
つ
い
て
は
、
観

光
客
に
も
市
場
調
査
す
る
よ
う
提
案

が
あ
っ
た
。

なりわい再建支援補助金

片山津温泉商店街新規出店
コンペティション事業

新商品開発助成事業

小規模事業者事業継続支援
補助金

小規模事業者持続化補助金
　<一般型通常枠>(第17回)
　<創業型>(第1回)

小規模事業者持続化補助金
<一般型災害支援枠>

企業復興応援でんき

能登半島地震で被災した施設・設備の復
旧費用を補助

片山津温泉3区通り(市指定4個所のい
ずれか)に長期的な運営が可能な店舗の
出店費用を助成

新たな商品・サービスの開発や既存商品
等の改良・販路開拓費用を補助

上記「小規模事業者持続化補助金<災害
支援枠>」の中小企業版(従業員数が製造
等で20人超、商業・サービス業等で5人
超)

上記「小規模事業者持続化補助金<災害
支援枠>」で直接被害の復旧費用を計上し
た事業者に上乗せ補助

販路開拓等の取組み費用を補助(「賃金引
上げ特例」「創業型」等補助上限の増額制
度あり)

能登半島地震の被災事業者(売上減少の
間接被害含む)の事業再建の取組に要す
る経費を補助

震災関連補助金（「なりわい補助金」、「持
続化補助金（災害支援枠）」等）の交付決定
を受けた被災事業者の電気料金を割引

15億円

500万円

50万円

200万円

石川県3

加賀市1

加賀市2

受付中

受付
4/28～6/15

受付
5/1～6/30

石川県7 6次未定

100万円

50/200万円

200万円

10%割引
(1年間)

石川県5 受付中

経産省8 受付
5/1 ～ 6/13

経産省4

北　陸
電　力6

7次受付
5/16 ～ 7/28

受付中

中小企業者持続化補助金
(災害支援枠)

スケジュール№

従業員スキルアップ助成金 小松産業技術専門校や中小企業大学校金
沢キャンパスなどの研修受講料を助成 一人 5万円9 加賀商工

会議所 受付中

※金額例は、条件によって異なることがあります。
※この他、各種融資制度があります。詳しくは当所まで。

制　　　　　度 概　　　　要 　金額例（※）区　分

経営発達支援事業　　　　
　　　　評価委員会を開催

補 助 金 等  支 援 制 度 の ご 案 内
 〔加賀商工会議所 中小企業相談所〕

※前月号より掲載数が大幅に減っておりますが、補助金がなくなったのではなく、紙面都合によるものです。

2025年6月5日時点
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産業人材育成事業 

【日　時】令和７年６月１７日（火）14:00～15:00

【場　所】クロスガーデン加賀（石川県加賀市小菅波町1丁目130番地）
　　　　　※ゲートで発行された駐車券を持ってご来場ください。

【主　催】加賀商工会議所 中小企業相談所（TEL 0761-73-0001）

【共　催】石川労働局 雇用環境・均等室

【申込み】６月１６日（月）までに下記①または②でお申込みください。

①Googleフォーム  https://forms.gle/LMx3QiqpDUhJdb4P9

②FAX（下記申込欄に記入 → 0761-73-4599） 

事業所名 （屋号・社名）

TEL 

メールアドレス 

参加者氏名 
（全員分）

【助成金の例】
・業務改善助成金
・働き方改革推進支援助成金
・両立支援等助成金　など

厚労省助成金 ミニセミナー 
厚生労働省の各種助成金についての説明会を開
催します。離職防止や職場環境改善、賃上げ支
援など、経営に役立つ情報となっておりますの
で、ぜひこの機会にご参加ください。参加無料、
事前申込制です。

【個人方法の取扱い】個人情報保護法に定義される個人情報は、当所が主催するセミナー以外の目的で使用致しません。

QRコード
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１ 募集区分
　　次の３つの区分により、募集します。
　　　⑴加工食品　⑵伝統的工芸品（九谷焼、山中漆器）　⑶一般製品等（伝統的工芸品及び加工食品以外の商品、サービス等）

２ 補助対象事業
　　令和7年度中に実施される、商品・サービス等の開発または既存の商品・サービス等の改良であって、次の⑴～⑷のいずれか
　に該当する新商品開発が対象となります。ただし、販売を目指すものに限る。
　　⑴従来品と比較して地域性又は独創性に富む商品・技術・サービスであること
　　⑵新市場を開拓するための商品・技術・サービスであること
　　⑶産学連携の取組による商品・技術・サービスであること
　　⑷既に製品化された新商品の事業化行動（販売を始めて3年以内）であること

３ 補助内容
　補助金額は補助対象経費の1/2以内を上限とし、50万円を限度額とします。補助対象経費は、補助金の交付決定日から令
和8年3月末までに発生する次の費用です。
　⑴試作品開発費・試験研究費
　　①原材料費、機械装置費、外注加工費、構築物費、工具・機器費、知的所有権導入費、デザイン費、その他の経費（ソフト
　　　ウェア開発に要する直接人件費等）
　　② 開発に係るコンサルティングの費用（技術指導などの費用）
　⑵販売促進費（販売促進費の補助限度額は10万円とします。）
　　①販売に係るコンサルティング等の費用　　②販売宣伝費　　③販売に係る電子商取引のシステム構築費
　また、次の項目に該当する場合は、合計で最大20万円を加算します。
　⑴大学等へ支払う経費の1/2以内（上限10万円）を加算
　　①産学共同研究開発等の契約に基づき大学等に支払う経費
　　② 上述の契約に基づき、大学等において開発に専念する従業員の人件費
　⑵開発した新商品を加賀市ふるさと納税の返礼品として登録申込した場合、10万円を加算

４ 応募資格　常用雇用の従業員が５０人未満の市内の中小企業者等（２者以上の企業連携も可）で市税等の滞納がないもの

５ 応募受付期間　令和7年5月1日（木）～6月30日（月）

６ 応募の手続き
　下記の提出書類を加賀商工会議所または山中商工会に提出してください。書類の様式は、観光商工課、加賀商工会議所、
山中商工会に配置しています。また、市ホームページからもダウンロードできます。

７ 提出書類
　①新商品開発計画書、新商品開発計画内容説明書（別紙1）
　②企業連携説明書（別紙2）※申請者が２者以上の企業連携の場合のみ
　③加工食品の製品仕様書（別紙3）※加工食品の場合のみ

８ 選考審査　7月中旬頃に書類及び面接による審査会を行います。

９ その他
　⑴過去に本補助事業に応募実績のある同一の新商品・新技術の開発等（改良したものを含む）による応募はできません。また、
　　広くものづくり中小企業者を支援するという本補助金の目的趣旨から、１企業１案件の採択とします。
　⑵選考にあたり、代表者等の説明責任者による審査会への出席が必須条件となります。

新商品開発、新技術開発等に最大70万円補助！
令和７年度 加賀市新商品開発助成事業

■申込先　〇加賀商工会議所　TEL 0761-73-0001 / FAX 0761-73-4599/ E-Mail consult@kagaworld.or.jp

　　　　　〇山 中 商 工 会　TEL 076-204-6816 / FAX 0761-78-1766/ E-Mail yamanaka@shoko.or.jp

■問合先　〇加賀市観光商工課　TEL 0761-72-7940 / E-mail shoukou@city.kaga.lg.jp
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『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ
ベストウイズクラブでは、「福祉
制度キャンペーン」を4/1～
6/30に実施いたします。
（※4/1～4/30はアクサ単独
キャンペーンとして実施）
本キャンペーンは、『商工会議
所福祉制度』を会員の皆様に
ご理解いただき、会員事業所の
福祉向上にお役立ていただく
ことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経
営者・役員の皆様の保障や退
職金準備他、入院・介護・老後
に備えた様々な保障ニーズに
お応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命
保険株式会社の担当社員がお
伺いした際には、是非ご協力い
ただきますようお願い申しあげ
ます。

加賀商工会議所　 TEL.０７６１-７３-０００１

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所
　およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

アクサ生命保険株式会社
小松営業所　加賀分室
〒���-����
石川県加賀市小菅波町�丁目���番地
クロスガーデン加賀３F
TEL ����-��-����　 
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2025年5月の動向

今月の業況

業種別の動向 改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

ブロック別の動向 改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

商工会議所LOBO（早期景気観測）
業況DIは、大型連休中の消費が振るわず、ほぼ横ばい
先行きは、米国関税措置への懸念拭えず慎重な見方

先行き見通し は、▲ （今月比＋ ポイント）
高い水準での賃上げが続いており、消費マインドの改善を
下支えすることが期待される。為替の円高方向へのシフト
や、原油価格の下落といった好材料の動きも見られる。

一方、コメ価格の高騰など、物価上昇は継続する見込みで
あるほか、人手不足の状況にも改善の兆しは見えない。ま
た、先月から引き続き米国関税措置が日本経済に与える影
響を懸念する声が多数聞かれるなど、今後の動向の不透明
さが拭えず、先行きは慎重な見方となっている。

全産業合計の業況 は、▲ （前月比＋ ポイント）
建設業では、設備投資をはじめとした民間工事の持ち直し
で改善した。小売業は、長引く消費の低迷に加え、為替の
円高方向への推移でインバウンド需要にも落ち着きが見ら
れ、悪化した。その他の業種では、好材料はありつつも、
消費低迷、米国関税措置への懸念、コメ価格の高騰などが
足かせとなり、ほぼ横ばいにとどまった。

設備投資需要は堅調に推移しているが、米国関税措置が足
かせとなっている。コメ価格を含む物価高により、消費マ
インドも低迷している。今年の大型連休はこうした状況に
日並びの悪さが加わったことで、消費が例年と比べると振
るわず、中小企業の業況はほぼ横ばいにとどまった。 年 年 年 先行き

見通し
月 月 月 月 ３月 ４月 ５月 ６～８月

全産業 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
建 設 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
製 造 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
卸 売 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
小 売 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
サービス ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合

全産業業況

業況

…1.0ポイント以上改善 …1.0ポイント以上悪化※

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

公共工事では一服感が見られるものの、設備投資をはじめとした民間工事が持ち直しつつあり、改善。一方、依然とし
て建築資材価格高騰や人手不足が足かせになっているという声も聞かれた。
•「民間工事の受注が多くなってきているように感じる。コスト増加分の価格転嫁についても、徐々にではあるが進んでいる」（一般工事業）
•「生コンクリート、骨材、アスファルトなど、幅広い品目の建築資材で価格高騰が続いている。労務費も上昇しているほか、人手不足で社員の高齢化も進んで
いる」（土木工事業）

飲食店や宿泊業を中心に大型連休の恩恵はあったものの、連休の日並びの悪さや消費マインドの低迷が足かせとなり、
ほぼ横ばい。

物価高に伴う節約志向の高まりが継続しているほか、為替が円高方向に推移したことでインバウンド需要にも落ち着き
が見られ、悪化。コメの仕入れに難儀しているという声も聞かれた。

設備投資需要の下支えにより機械器具関係は堅調に推移するものの、米国関税措置の動向の不透明さが足かせとなり、
ほぼ横ばい。

建設業からの引き合いを受けた建築材料関係は堅調に推移する一方、コメをはじめとした仕入価格の高騰が足かせとな
り、ほぼ横ばい。
•「コメ価格の高騰が落ち着く気配もなく、仕入価格が上昇している。販売価格を抑えることは難しい状況のため、価格以外の点で自社ならではの独自の強みを
訴求できないか検討している」（食料・飲料卸売業）

•「アメリカ向け製品を販売する取引先もあるため、トランプ関税がこうした取引先に与える影響を注視している」（紙製品卸売業）

•「現状では受注は堅調に推移しているが、取引先は北米への輸出割合が高いため、トランプ関税の動向によっては自社の受注減につながる恐れもあり、今後の
動向を注視している」（民生用電気機械製造業）

•「原材料価格上昇分とは別で、労務費上昇分についても取引先に価格転嫁を認めてもらえたので、今後の採算は改善する見込みである」（調味料製造業）

•「物価の上昇に賃金の伸びが追いついておらず、消費マインドが悪化した状態が続いていると感じる」（商店街）
•「入荷できるコメの量と種類が限られており、顧客のニーズに応えられない。備蓄米についても取引先の卸売業者が扱っておらず、入荷できていない状況であ
る」（米穀類小売業）

•「大型連休では例年ほどの恩恵は受けられなかった。コメを含む原材料価格も高騰しており、採算が悪化している」（飲食店）
•「物価上昇による実質賃金の伸び悩みにより、余暇への支出が減っていると感じる。宿泊を伴わない日帰り旅行が増えているように思われるため、物販といっ
た日帰り客向けのサービスを強化する必要があると考えている」（宿泊業）

北陸信越
北陸信越は、改善。建設業では、復旧復興関連や民間工事の受注が堅調に推移し、売上・採算が改善した。事
業者からは、資材を高付加価値のものへ変更したことを契機に価格転嫁を実施できた、という声が聞かれた。
製造業では、トランプ政権の関税引き上げに伴う駆け込み需要がみられた機械器具関係や、堅調なインバウン
ド・国内観光需要によりサービス業からの引き合いが増加した飲食料品関係などで売上・採算が改善した。

2025年5月調査結果
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2025年 6月

10日㈫ 石川県経営力強化総合支援ア
ドバイザー派遣 

13日㈮ 総務企画委員会
15日㈰ 温泉ライダーin加賀温泉郷2025

17日㈫ 金融懇談会、常議員会、厚労
省助成金ミニセミナー

19日㈭
加賀ふるさと検定監査、石川
県経営力強化総合支援アドバ
イザー派遣 

22日㈰ 日商珠算能力検定及び段位認
定試験

23日㈪ 石川県経営力強化総合支援ア
ドバイザー派遣 

25日㈬ 青年部 正副会長会議
27日㈮ 正副会頭会議、通常議員総会

2025年 7月
2日㈬ 青年部 理事会

3日㈭ 石川県経営力強化総合支援ア
ドバイザー派遣 

4日㈮
加賀ふるさと検定・おもてな
し講座実行委員会、かが創業
塾（7/11、7/18、7/25）

会議所の動き

制　度　名 日 本 公 庫
マ ル 経 融 資

石　川　県
地域商工業活性化融資

石　川　県
事 業 転 換 支 援 融 資

石　川　県
創 業 者 支 援 融 資

借入限度額 2,000万円 5,000万円(特認2億円） 5,000万円（特認2億円） 2,000～4,000万円
返 済 期 間 設備・運転10年 設備15年／運転5～7年 設備15年／運転7年 設備7年／運転5年
担保・保証 無担保・無保証人 金融機関所定の扱い 金融機関所定の扱い 無担保・保証協会保証必須
利 率 1.80% 1.60%～2.35% 1.60～2.15% 2.10%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度

2件 2件 1件 1件 0件 0件 0件 0件
認 定 金 額 2,120万円 13,000万円 570万円 550万円 0万円 0万円 0万円 0万円

制　度　名 石　川　県
小 口 零 細 融 資

石　川　県
経営安定支援融資 その他の融資制度

全制度合計
借入限度額 2,000万円 8,000万円 

省エネ投資促進支援融
資、小口融資など

返 済 期 間 設備7年／運転5年 運転7年
担保・保証 無担保・保証協会保証必須 金融機関所定の扱い
利 率 1.90%～2.10% 1.50%～2.45%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前年度 今  年  度 前  年  度

1件 3件 0件 0件 0件 0件 4件 6件
認 定 金 額 200万円 430万円 0万円 0万円 0万円 0万円 2,890万円 2,280万円

※ 制度内の特別枠により利息その他詳細が異なることがあります。
※ 当所の認定が不要な制度融資は集計に含まれません（令和６年能登半島地震災害対策特別融資など）。

明治安田生命保険相互会社 大聖寺営業所
（生命保険全般）

尾　形　勇　輔
大聖寺南町二-35-3

　TEL 0761-72-0579
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会
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規
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員
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会
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ま
だ
当
所
を
ご
利
用
で
な
い
事
業
者
様
へ
。

あ
な
た
の
事
業
成
長
、私
た
ち
が
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援
し
ま
す
。

　加賀市内で事業を始められた方、市内に事業所を
移転された方、以前から事業は営んでいるが当所の
会員でなかった方など、当所未加入事業所の方がい
ましたら、ご紹介ください！当所職員が訪問してご説
明いたします。
　当所ではあなたの事業の「困った」に徹底的に寄
り添い、解決までを伴走支援します。例えば、こん
なお悩みはありませんか？
「新しい補助金や融資の情報、どこで手に入る
んだろう？」
「採用や労務、就業規則等の相談をしたい」
「もっと売上を伸ばしたいけど、何から手をつけ
ればいい？」
「創業したばかりで、帳簿のつけ方や税金の種
類がわからない…」
　それぞれの事業所様の課題に応じて、当所職員が
伴走支援するほか、中小企業診断士、税理士、社会
保険労務士といった各分野のプロフェッショナルを無
料で活用できるサポートも充実しています。

【個人事業所】年会費6,000円～
【法人事業所】年会費12,000円～

加賀商工会議所 総務企画課
TEL 0761-73-0001

会費負担額

問い合わせ先

新 入 会 員 紹 介
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